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圏 葬主題 質4 3霊9 27 20C 26春
　3．2．　付接辞と動詞群
　付接辞の動講（群）に飼する位置が動詞群の複合性により異なりを示すか歪かを確認しようとし
たのが下表（XDである．
　助動詞的動詞÷動詞不定形から成る動詞複合では付接辞の先行するケースが6割強を占めるの
が注際される．資料体の文体的特徴として命令文は極めて低頻度なので，単一動詞のcliticは殆
ど前接されている．ただし，主語・副詞句など独立の語順要素として用いられる動詞不定講（v．
〔表）α〕
l　　l飴獺 単一動調 碁
前
後
置
置
26（…9刎238（98．・％）｝26・（93．3刎
・6（38・　・）　i3（・・2）い9（6・・）1
含　副・・ ｛24・ 1283
1
…’1
16
gr．　Es　imposible　haceT／o）に付属するcliticはすべて計kされていない．従って，付接辞の出現
を綱羅していないこの統計は，前接・後接性を詳しく検討する欝的には不十分なものである．
（1985．5。15．未完）
A主v
1）肯定・否定の別は考慮されていないが，要素数の分布ではLuz　Gutiξrrez（1978：47－48）の集計と比較で
　きる．使用されたcorPUSは現代スペイン語散文であるため，筆者の調査と非常に近い結果がでている．
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　　　　　　　　　　　　　　　計　！・，・・4「…％　｝
　最頻要素数の値3，最大要素数の値9で両者は一致し，平均要素数はLuz　Gutiεrrezが3．26，本稿が3，47
　であった．
2）左方転位（Left　Dislocation）は一種の主題化でほぼ自動的にcliticを生起させるが，付接辞の存姦により
　主題化が促進されるというとらえ方はなされていない．
3）2ケ以上のclitic連続はすべて1付接辞とみなされた．しかし動詞迂書表現に蕩接するcliticと不定詞に
　後接するcliticが岡一文に共起するケースが1列記録された．これは2ケの付接辞と讃算したので，付接
　辞の出現総数は283である．
4）表（IX）d．「金体」の横合欝値でS及びACの出現度数が表（IV－1）の総計欄のそれよりもそれぞれ1
　多くなっている．表（双）の集欝はcliticの盆起ごとにその動調と他の語順要素との発後関係を調べ，2
　ケの付接辞を含む文（ただ1例のみ記録された）ではSとACが2度識上されたためである．
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